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Sinopsis 

序論  

民話とは基本的に直接に言い渡す物語である。神話とは「言葉」

または「物語」である。神話という言葉は本来神々や超自然の出来事

などを語る伝統的な物語の 意味を持っている。神話は伝統的な文学の

一つで儀式と深い関係がある。アニメとは人気のあるフィクション作

品で日本製アニメーションの事である。この論文の主題になっている

のは竜である。筆者はこの研究でドラゴンボールとい うアニメの竜と

日本の竜神を比較をする。比較するのは両方への参拝や形などの共通

点と相違点を探りたいと思う。研究する主な方法は比較である。 

本 論  

竜は中国からの「霊地的な生き物」であり、仏教の守護神でもあ

る。竜は大きな生き物で爪があり、アジアの竜とヨーロッパの竜は異

なる。アジアの竜は恐ろ しい姿をもっていたとしても、悪しきもので

はなくて幸福をもたらすものだとされている。日本の神話では竜神は

海の神様だとされている。日本の竜神は大き な口を持っていて、人間

に化けることもできる。竜神は赤い珊瑚と白い珊瑚からできている海

の城、龍宮城に住んでいる。亀、魚、くらげは竜神の下僕たちであ る。
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民話によると、口の中の波の宝玉を使って、竜は水を自由に操ること

ができる。 神龍はドラゴンボールというアニメの不死身な竜である。

神龍は鹿の角、鋭い牙、緑の皮、赤い瞳、手足に四つの指、蛇のよう

な長い身体（尻尾の長さは身体の 四分の三位）、長い髯、長い口先、

みかづきの形している鼻、緑の鬣を持っている。 

竜神と神龍には共通点と相違点がある。その共通点として両方は

竜という東洋神話の生き物である。相違点として、竜神は自分の色を

変えれ、人間に化けるこ とができ、海に住んでおり、願いを叶えるこ

とができない。また、三つの指を持っており、口の中に波の宝玉を持

っている。神龍の身体は緑色で、天に住み、四つの指を持っており、

願いを叶えることができる。 

日本人は竜神を崇拝するために祭りを行う。竜神が住まう場所と

信じられている場所で祈ったり、神殿を建てたりする。目的は色々あ

り、例えば救いを願ったり、たくさんの魚取ったり、雨を願ったりす

る。神龍は両手をあげて、神龍の名前を叫んで、召喚できる。その時、

空は暗くなって、神龍が姿を表す。神龍を召喚する目的はその人の 願

いを叶えるためである。神殿はない。 
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結論  

神龍はアニメドラゴンボールと中国の神様である。しかし竜神は

日本の神様だとされている。神龍は中国の神話からアイデアを得てア

ニメと言う形で紹介され広く知られるようになった。一方竜神も日本

神話の中で語られ後に民話の形で継承されている。共に龍（竜）であ

り神であるが、日中の国民性や歴史的背景などによりその役割が大き

く変わることとなった。 
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